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“ the preventive fraction (PF) is the proportion of cases 
prevented by the factor among the totality  
of cases that would have developed in the  




  Miettinen (1974)は相対リスクRRが1以下であることを仮定 
 
b). 反事実表現がどのように反映されているのか不明 









“A traffic conflict is an observable situation in which two 
or more road users approach each other in space and time 
to such an extent that there is a risk of collision if their 



























  が成り立つので 
 
































CPFはProbabilities of Causation(PCs)と多くの性質を共有 
定式化 
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曝露を受けなければ(x’)に疾
病にかかったであろう(y)患者
のうち、実際には曝露を受け
て(x’ )疾病にかからなかった
(y’)人の割合 
対象者に対してある外的操作を行った際に
現れる反応を、その対象者が持つ特徴と決
定論的に結びつけたうえで、ランダムサンプ
リングなどの統計的要素を付加して因果効果
の定量的評価を試みる統計的アプローチ 
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実際に曝露を受けてはじめて、曝露を受けて疾病にかか
ったかどうかがわかる。 
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